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【サッカーの練習試合（Ｈ２３．４．３０）】 

 

▼ プロフィールやコラムをご覧頂ければお分かりのとおり、河村弁護⼠は根っからのスポ

ーツマンであり、その興味と関⼼はスポーツ全般にわたっている。まだ私（増⽥）がおね

しょをしていた頃、河村

は弁護⼠になったわけで

あるが、当時は静岡県弁

護⼠会には野球チームが

あり、全国各地の弁護⼠

会のチームと対抗試合を

頻繁に⾏い、河村弁護⼠

は野球に熱中していたよ

うである（某弁護⼠が、ユニフォーム製作の発注をミスして、チーム名が「ＬＡＡＡＡＷＹＥＲ

Ｓ（法律家達）」ではなく、「ＬＯＯＯＯ
．

ＷＹＥＲＳ（最低な奴ら）」になってしまったという

エピソードには大笑いさせられた。）。 

  しかし、部員の⾼齢化が原因で、平均年齢が毎年 1 歳ずつ上がる状況が続き、いつしか

チームは活動を休⽌し、事実上解散のやむなきに⾄った。 

▼ その後、河村弁護⼠は、軸⾜を野球からサッカーへと移し、地元のサッカーチームに混

じって、汗を流すようになった。河村弁護⼠は、サッカー経験者ではなかったが（藤枝東

⾼校出⾝にもかかわらず、「帰宅
．．

部」に所属していたという。通学距離が⻑すぎて、部活

をやっている余裕がなかったのが真相のようである。）、持ち前の運動神経と押しの強さ

で、すぐにサッカーに馴染んでいった（惜しむらくは、⻑年の喫煙の影響で、なかなか息

が続かないようである。）。 

▼ 当事務所の期待の新⼈である⽯川弁護⼠は、河村弁護⼠と同じく藤枝東⾼校出⾝である

が、これまたサッカー部ではなく、⽂化部出⾝である。しかし、彼は中学はサッカー部に

所属していたし、藤枝東⾼校と⾔えば、体育の授業はサッカーが多く、⽣徒全員がマイ・
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スパイクを買わされてい

たほどだそうなので、サ

ッカーには馴染みが深

い。 

  ブランクが空きすぎ

て、基礎体⼒に難ありの

ようであるが、今後が楽

しみである。 

▼ 現在の静岡県弁護⼠会では、純粋に当会所属弁護⼠だけで１チームを編成することは難

しい。そのため、年に１回⾏われる全国法曹サッカー大会では、外⼈部隊（裁判所の職員

や他県の弁護⼠）に⼊隊してもらって何とか参加している状況であり、サッカー王国静岡

としては自前の選⼿でのチーム編成が喫緊の課題である。 

  かく⾔う私も、決して運動神経が悪い⽅ではないと思うが、⼿を使ってはいけないよう

なスポーツにはとても⼿が出せず、もっぱらゴルフのみである（廣瀬弁護⼠も、かつては

弁護⼠会野球部で活躍したそうだが（本⼈の弁では「名センター」とのこと）、今では、

ゴルフだけである。）。 

  そこで、新⼈弁護⼠が⼊会

する度に、誰かれ構わずサッカ

ー部への⼊部を勧誘して回って

いるのが栗原孝明弁護⼠であ

り、現在の静岡県弁護⼠会のサ

ッカー部を取り仕切る⼈物であ

る。もし、弁護⼠を志している

サッカー経験者がいたら、是非、

静岡県弁護⼠会に⼊会してもらいたい。 

▼ さて、前置きが⻑くなったが、さる４⽉３０⽇に、練習試合をやるというので、私はホ
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ームページに掲載する写

真を撮るために、カメラ

マンとして応援に⾏っ

た。還暦を過ぎてもはつ

らつと⾛っている河村弁

護⼠の勇姿を是非ご覧頂

きたい。 

  写真は、ビデオと違っ

て、⼀瞬を切り取るものであるので、いかにも⽯川弁護⼠が大活躍しているようにみえる

が、おそらく栗原弁護⼠からクレームが付くであろう・・・。 

以上 


